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今
いま

から約
やく

1,300年
ねん

前
まえ

、日
に

本
ほん

は約
やく

60 の国
くに

に分
わ

けられ、それぞれの 

国
くに

には現
げん

在
ざい

の役
やく

所
しょ

とその 周
しゅう

辺
へん

範
はん

囲
い

を指
さ

す国
こく

府
ふ

と呼
よ

ばれる場
ば

所
しょ

が

ありました。
 

 

その中
なか

の一
ひと

つである「武蔵
むさしの

国
くに

」の国
こく

府
ふ

があった場
ば

所
しょ

が 府中 です。 

平
へい

安
あん

京
きょう

 

平
へい

城
じょう

京
きょう

 

武蔵
むさしの

国
くに

 

武蔵
むさしの

国
くに

は、現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

都
と

と埼
さい

玉
たま

県
けん

、そして神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

の 

川
かわ

崎
さき

市
し

や横
よこ

浜
はま

市
し

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

を含
ふく

む広
ひろ

い地
ち

域
いき

で、21 の郡
ぐん

に 

分
わ

かれていました。府中はその中
なか

の多
た

磨
ま

郡
ぐん

にありました。 

府
ふ

中
ちゅう

と国
こく

府
ふ
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1.なぜ府中に国
こく

府
ふ

が置
お

かれたのでしょうか？ 

これにはいくつかの理
り

由
ゆう

が 考
かんが

えられています。 

① 当
とう

時
じ

の最
さい

新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

った武蔵
む さ し

府
ふ

中
ちゅう

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

古
こ

墳
ふん

が 

あるなど、武蔵
むさしの

国
くに

の 中
ちゅう

心
しん

が他
ほか

の 所
ところ

から府中に移
うつ

っ 

ていたと 考
かんが

えられること。 

② 近
ちか

くに東
とう

山
さん

道
どう

武蔵
む さ し

路
みち

や多
た

摩
ま

川
がわ

があったので、水
すい

上
じょう

と 

陸
りく

上
じょう

の交
こう

通
つう

にとって 重
じゅう

要
よう

な場
ば

所
しょ

だったこと。 

 

③ 災害
さいがい

が少
すく

ない広
ひろ

い土
と

地
ち

があったこと。 

などが挙
あ

げられています。
 

 

 

2.国
こ く

府
ふ

の中
ちゅう

心
し ん

は府中のどこにあったのでしょうか？ 

武蔵
むさしの

国
くに

の国
こく

府
ふ

が府中にあったことは知
し

られていましたが、詳
くわ

しいことは分
わ

かってい

ませんでした。しかし、国
こく

府
ふ

の 中
ちゅう

心
しん

である国
こく

庁
ちょう

のあった場
ば

所
しょ

は、むかしから御
ご

殿
てん

地
ち

髙
こう

安
あん

寺
じ

、高
たか

倉
くら

、 京
きょう

所
づ

、 坪
つぼの

宮
みや

の 5 か所
しょ

が候
こう

補
ほ

地
ち

として 考
かんが

えられていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．国
こく

府
ふ

ってなに？ 

Ａ．政
せい

治
じ

の 中
ちゅう

心
しん

地
ち

だよ。 

 

Ｑ．古
こ

墳
ふん

ってなに？ 

Ａ．身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

のお墓
はか

だよ。
 

 

 

Ｑ．武蔵
む さ し

府中熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

 

古
こ

墳
ふん

ってなに？ 

Ａ．国
こく

内
ない

 最
さい

古
こ

の 上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

だよ。国
くに

が決
き

め

た 重
じゅう

要
よう

な遺
い

跡
せき

である

国
くに

史
し

跡
せき

になったよ。 

府
ふ

中
ちゅう

駅
えき

 

分
ぶ

倍
ばい

河原
が わ ら

駅
えき

 

府
ふ

中
ちゅう

本
ほん

町
まち

駅
えき

 

京
きょう

所
づ

 

御
ご

殿
てん

地
ち

 

坪
つぼの

宮
みや

 

髙
こう

安
あん

寺
じ

 高
たか

倉
くら
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3.国
こく

府
ふ

の 中
ちゅう

心
しん

 国
こく

庁
ちょう

の跡
あと

 

昭
しょう

和
わ

50 年代
だい

に 行
おこな

われた 調
ちょう

査
さ

によって、 京
きょう

所
づ

地
ち

区
く

の 

西
にし

側
がわ

（大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

）から、いくつかの大
おお

きな建
たて

物
もの

の跡
あと

 

やたくさんの 瓦
かわら

や塼
せん

（現
げん

在
ざい

のタイルや煉
れん

瓦
が

に当
あ

たるもの） 

などが見
み

つかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後
ご

も 調
ちょう

査
さ

が続
つづ

き、塀
へい

があったと思
おも

われる大
おお

きな溝
みぞ

や門
もん

の跡
あと

が見
み

つかりました。

その結
けっ

果
か

、大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の境
けい

内
だい

とその 東
ひがし

側
がわ

に東
とう

西
ざい

に約
やく

200 メートル、南
なん

北
ぼく

に約
やく

300 メ

ートルの国
こく

衙
が

があったことが分
わ

かってきました。さらに、国
こく

衙
が

と 考
かんが

えられる範
はん

囲
い

の

中
ちゅう

央
おう

より少
すこ

し北
きた

側
がわ

に約
やく

100 メートル四
し

方
ほう

の溝
みぞ

が見
み

つかり、この部
ぶ

分
ぶん

が国
こく

衙
が

の 中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

分
ぶん

、国
こく

庁
ちょう

の跡
あと

だと 考
かんが

えられています。 

Ｑ．国
こく

庁
ちょう

ってなに？ 

Ａ．役
やく

所
しょ

の 中
ちゅう

心
しん

となる 重
じゅう

要
よう

な施
し

設
せつ

だよ。 

 

Ｑ．国
こく

衙
が

ってなに？ 

Ａ．国
こく

庁
ちょう

とその 周
しゅう

囲
い

に 

建
た

てられた役
やく

所
しょ

の集
あつ

 

まりのことだよ。
 

 

くらべてみたよ。 

   溝
みぞ

の跡
あと

 

      主
しゅ

要
よう

な建
たて

物
もの

の跡
あと

 

～発
はっ

掘
くつ

された国
こく

衙
が

～ 

東
とう

京
きょう

タワー 330m 

約
やく

300m 

約
やく

200m 



3 

また、この国
こく

衙
が

跡
あと

の南
なん

西
せい

にある御
ご

殿
てん

地
ち

から大
おお

きな建
たて

物
もの

跡
あと

が見
み

つかっています。ここ

には国
こく

司
し

が住
す

んでいたとも 考
かんが

えられています。 

現
げん

在
ざい

も 行
おこな

われている市
し

内
ない

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

によって、武蔵
むさしの

国
くに

 

の国
こく

府
ふ

に関
かん

する様
さま

々
ざま

な遺
い

跡
せき

が見
み

つかっています。その結
けっ

果
か

、 

国
こく

府
ふ

の広
ひろ

さは国
こく

衙
が

を 中
ちゅう

心
しん

として、東
とう

西
ざい

に約
やく

2.2 キロメートル、南
なん

北
ぼく

に最
さい

大
だい

で約
やく

1.8 キ

ロメートルあることが分
わ

かってきました。国
こく

府
ふ

に関
かん

する遺
い

跡
せき

も含
ふく

めると東
とう

西
ざい

で約
やく

6.5

キロメートルもあり、調
ちょう

布
ふ

市
し

との 境
さかい

から国
くに

立
たち

市
し

との 境
さかい

まで広
ひろ

がっていたと 考
かんが

えら

れています。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

Ｑ．国
こく

司
し

ってなに？ 

Ａ．国
くに

の 中
ちゅう

央
おう

から地
ち

方
ほう

へ

来
き

て仕
し

事
ごと

をしている

役
やく

人
にん

のことだよ。 

＊クイズ＊ 

Q．これな～んだ？ 

 

○1  かがみ 

○2  すずり 

○3  ぼうし 

 

 

 

※正
せい

解
かい

は次
つぎ

のページだよ 

ヒント！ 字
じ

を書
か

くときに使
つか

うよ！ 
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～古
こ

代
だい

のくらしをイメージしてみよう～ 

こんな服
ふく

を着
き

ていたよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普
ふ

通
つう

の人
ひと

の 食
しょく

事
じ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

塩
しお

 玄
げん

米
まい

 

うりとわらびの漬
つけ

物
もの

 
青
あお

菜
な

の汁
しる

 

役
やく

人
にん

 公
こう

民
みん

 

ほかに、桃
もも

や梅
うめ

のタネ、栗
くり

の皮
かわ

が遺
い

跡
せき

から見
み

つかっているよ！ 

クイズの答
こた

え ○2  すずり 
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～キーワード解
かい

説
せつ

～ 

＊国
こく

府
ふ

とは？ 

国
こく

衙
が

、国
こく

庁
ちょう

を含
ふく

み、役
やく

所
しょ

で 働
はたら

いていた役
やく

人
にん

の 館
やかた

や、兵
へい

士
し

等
など

の 宿
しゅく

舎
しゃ

、市
いち

、学
がっ

校
こう

、

百
ひゃく

姓
しょう

の民
みん

家
か

などを含
ふく

む範
はん

囲
い

全
ぜん

体
たい

のことをいいます。 

 

＊国
こく

衙
が

とは？ 

国
こく

庁
ちょう

の 周
しゅう

囲
い

に建
た

てられた役
やく

所
しょ

の集
あつ

まり。武蔵
むさしの

国
くに

を治
おさ

めるための仕
し

事
ごと

を 行
おこな

ってい

ました。大
おお

きな建
たて

物
もの

が規
き

則
そく

正
ただ

しく並
なら

び、周
まわ

りは塀
へい

や溝
みぞ

で厳
げん

重
じゅう

に囲
かこ

まれていました。 

 

＊国
こく

庁
ちょう

とは？ 

役
やく

所
しょ

の 中
ちゅう

心
しん

となる 重
じゅう

要
よう

な施
し

設
せつ

で、 

国
こく

司
し

が儀
ぎ

式
しき

や政
せい

治
じ

を 行
おこな

っていました。 

 

 

＊国
こく

司
し

とは？ 

都
みやこ

から派
は

遣
けん

された役
やく

人
にん

。受
う

け持
も

つ期
き

間
かん

は 6 年（後
のち

には 4 年になった）。 

国
こく

司
し

には「守
かみ

」、「介
すけ

」、「 掾
じょう

」、「 目
さかん

」、「史
し

生
しょう

」と呼
よ

ばれる人
ひと

達
たち

がいて、 

それぞれが国
こく

内
ない

の政
せい

治
じ

、警
けい

察
さつ

、法
ほう

律
りつ

、 宗
しゅう

教
きょう

などの仕
し

事
ごと

をしていました。 

 

＊東
とう

山
さん

道
どう

武蔵
む さ し

路
みち

とは？ 

古
こ

代
だい

に、 中
ちゅう

央
おう

と地
ち

方
ほう

を繋
つな

ぐため、 都
みやこ

から 7 本の道
みち

（東
とう

海
かい

道
どう

、東
とう

山
さん

道
どう

、北
ほく

陸
りく

道
どう

、山
さん

陽
よう

道
どう

、山
さん

陰
いん

道
どう

、南
なん

海
かい

道
どう

、西
さい

海
かい

道
どう

）が諸
しょ

国
こく

に延
の

びていました。そのうちの 1 本の東
とう

山
さん

道
どう

から分
わ

かれ、武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

へ向
む

かう道
みち

が東
とう

山
さん

道
どう

武蔵
む さ し

路
みち

です。およそ 12 メートルの道
みち

幅
はば

で

武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

の西
にし

側
がわ

を南
なん

北
ぼく

に通
とお

っていました。 

 

 

武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

のイメージ 

国
こく

府
ふ

 

国
こく

衙
が

 

 

国
こく

庁
ちょう

 



6 

＊国
くに

史
し

跡
せき

 武蔵
む さ し

府
ふ

中
ちゅう

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

古
こ

墳
ふん

とは？ 

国
こく

内
ない

最
さい

古
こ

の 上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

で、1段
だん

目
め

が一
いっ

辺
ぺん

約
やく

32 メートルの四
し

角
かく

形
けい

、2段
だん

目
め

が一
いっ

辺
ぺん

約
やく

23 メートルの四
し

角
かく

形
けい

、3段
だん

目
め

が 直
ちょっ

径
けい

約
やく

16 メートルの円
えん

形
けい

をした 3段
だん

の古
こ

墳
ふん

です。

高
たか

さは約
やく

6 メートルあったと 考
かんが

えられています。平
へい

成
せい

15（2003）年の 調
ちょう

査
さ

により

上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

と分
わ

かり、平
へい

成
せい

17（2005）年 7 月 14 日に国
くに

の史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

されまし

た。現
げん

在
ざい

は、保
ほ

存
ぞん

のための工
こう

事
じ

により、造
つく

られた当
とう

時
じ

（7世
せい

紀
き

中
なか

頃
ごろ

）の 姿
すがた

を見
み

ること

ができます。（西府町 2 丁目 9 番地熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

） 

 

＊ 上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

とは？ 

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の終
お

わり頃
ころ

造
つく

られた、正
せい

方
ほう

形
けい

の墳
ふん

丘
きゅう

の上
うえ

に円
えん

形
けい

の墳
ふん

丘
きゅう

が乗
の

った 形
かたち

の古
こ

墳
ふん

です。埋
まい

葬
そう

者
しゃ

は極
きわ

めて身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
じん

物
ぶつ

だったと 考
かんが

えられていて、当
とう

時
じ

の最
さい

新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

が使
つか

われていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊国
くに

史
し

跡
せき

 武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

跡
あと

 国
こく

衙
が

地
ち

区
く

とは？ 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

とその 東
ひがし

側
がわ

一
いっ

帯
たい

に、国
こく

府
ふ

の 中
ちゅう

心
しん

である武蔵
む さ し

国
こく

衙
が

跡
あと

があります。そ

の中
なか

の大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

東
ひがし

隣
となり

で、国
こく

衙
が

の 中
ちゅう

心
しん

的
てき

な施
し

設
せつ

と 考
かんが

えられる 2 つの大
おお

きな建
たて

物
もの

跡
あと

が見
み

つかりました。ここを『武蔵
む さ し

国
こく

衙
が

跡
あと

地
ち

区
く

』として整
せい

備
び

し、平
へい

成
せい

21（2009）年 7

月 14 日に国
くに

史
し

跡
せき

に指
し

定
てい

されました。 

 

＊国
くに

史
し

跡
せき

 武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

跡
あと

 国
こく

司
し

館
のたち

地
ち

区
く

（国
こく

司
し

館
のたち

と家
いえ

康
やす

御
ご

殿
てん

史
し

跡
せき

広
ひろ

場
ば

）とは？ 

国
こく

衙
が

地
ち

区
く

で政
せい

治
じ

を 行
おこな

っていた国
こく

司
し

のための 館
やかた

が建
た

てられていた場
ば

所
しょ

です。平
へい

成
せい

23（2011）年 2 月武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

跡
あと

の一
いち

部
ぶ

として、国
くに

史
し

跡
せき

に追
つい

加
か

指
し

定
てい

されました。
 

上
うえ

から見
み

たときのようす 横
よこ

から見
み

たときのようす 

イメージ図
ず
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書
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